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今、神戸のまちは、大きな変化の時を迎えています。
　都心三宮、ウォーターフロントでは新たな賑わいと美しい風景が生
まれ、郊外では拠点駅を核として、まちが新たな表情を見せ始めてい
ます。
　昨年には、神戸空港で国際チャーター便の運用が開始されました。
2030年の国際定期便の就航も見据え、空港国際化を原動力に、グ
ローバル社会に開かれた新たな国際都市として、神戸を確かな成長
へと導き、圏域経済を牽引する役割を果たしていきます。
　全国的に少子・高齢化に伴う人口の自然減が加速する中、本市にお
いても人口減少の傾向が顕著になっています。そのため、人口増加時
代とは異なる新たな価値観や、斬新な発想、本市が保有するデータや
エビデンスに基づいた政策立案（ＥＢＰＭ）により、オールドタウン化
や都市のスポンジ化に対応するなど、人口減少時代にふさわしいまち
づくりを進めていくことが重要です。地域協働と市民参画により、市民
の知恵や想いを結集し、進取の気風を重んじる行政運営を進めるこ
とで、強靭で力強く、人間らしい温もりに満ちたまち、海と山に囲まれ

た豊かな自然と暮らしが調和する美しいまちを築いていきます。
　令和８年度は、「神戸市基本計画」「神戸2030ビジョン」の初年度に
あたります。ビジョンに掲げる施策を積極的に展開することにより、市
民一人ひとりが幸せを実感できるまちづくりを進めます。また、都心・
ウォーターフロント、既成市街地・ニュータウン、森林・里山の３つの再
生を新たな発想のもとで取り組み、神戸を新たな国際都市へと進化
させていきます。さらに、果敢な成長戦略による投資の好循環の創出
により、将来世代が過度な負担を背負い込むことがないよう、未来を
見据えた循環型社会を創造し、持続可能な大都市経営を行うことで、
誇れる神戸を次代へと引き継いでいきます。
　常に時代をリードする施策を積極的に展開してまいりますので、今
後とも一層のご支援ご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。
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「時間的効果が持続する」中長期的な市民・事業者支援に取り組みます総額110億円の物価高対策緊急
対策

神戸空港の機能強化、「都心」「郊外・既成市街地」「森林・里山」の「3つの再生」、そして自転車利用環境の整備。震災を乗り
越え築き上げた健全な財政運営を軸に、限られた財源を真に必要な投資へ重点配分。次世代への責任を果たし、市民一人
ひとりが輝ける、持続可能でタフな都市経営を推進します。
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異次元の空き家・空き地対策や、多様な住宅供給を
パッケージ展開。スポンジ化などの課題に対応し、人口
減少時代に最適化した持続可能なまちへ再編します。

安全な走行空間の確保に加え、地下タワー式などの次
世代型駐輪場や休憩施設を整備。「はしる・とめる・いか
す」環境を整え、スマートな自転車移動を日常にします。

2030年の国際定期便就航を見据え、空港機能を抜本
的に強化。空港島の将来像を描き、世界の人と投資を
惹きつける「新たな国際都市・神戸」へと進化します。

将来世代に負担を残さない
真に持続可能な大都市へ

後援会ではあなたのご入会をお待
ちしています。既に会員の方は、新た
に会員になっていただける方をご紹
介ください。　

●小学校給食費無償化
●コベカツ本格実施
●妊婦健診の拡充
●若者の居場所創出
●医療的ケア児支援

●駅周辺のリノベーション
●神戸登山プロジェクト
●広葉樹林の資源循環
●ジビエ処理施設整備
●再生エネルギー拡大

●行政施設の機能強化
●地域活動の担い手発掘
●「書かない窓口」導入など
スマート区役所の推進

●都心三宮再整備
●ポートアイランド再生
●国際コンテナ戦略港湾
●若手芸術家活躍支援
●スポーツ振興

●防犯カメラ増設
●備蓄拠点再編
●救急医療の強化
●日よけ設置等の
高温・倒木対策
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新しいステージの神戸をつくる会
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4丁目2ｰ26　新芙蓉ビル
TEL:078-222-0155
FAX:078-222-0166
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●市民病院・二次救急病院の運営費支援拡充
●社会福祉施設に対する、高騰する電気代や食事提
供費用などへの支援

●銭湯事業者を支援し、入浴料金を大人500円へ

市民生活・食支援

●学校給食の保護者負担軽減
●高校・大学等への学食費用補助（3,000円/人）
●フードサポートこうべの全区開催
●こども食堂へのお米配送
●24時間受取可能なフードロスロッカー

●市内事業者への投資促進助成、省エネ設備更新
への支援

●公共交通事業者や、農漁業者の燃料費・肥料代補助
●指定管理者や工事請負業者に対する、人件費高
騰を反映した適正な委託料等の増額

令和8年度
当初予算
詳しくはこちら

「新たな国際都市」に向けた
神戸空港の機能強化郊外・既成市街地の再生 自転車が安全・快適に利用できる

環境の整備

医療・福祉・生活基盤維持 産業・社会インフラ維持


